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住
所
 
〒
二
四
五－

〇
〇
一
七
 
神
奈
川
県
横
浜
市
泉
区
下
飯
田
町
九
二
六－

二
三 

電
話
 
〇
四
五－

八
〇
四－

二
二
九
五 

交
通
 
①
下
飯
田
駅 (

横
浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン)

よ
り
徒
歩
十
分 

②
ゆ
め
が
丘
駅
（
相
鉄
い
ず
み
野
線
）
よ
り
徒
歩
十
二
分 

  

 

設
立
 
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
）
年 

 

五
月
二
十
八
日 

 

初
代
教
会
長
・
山
田
尚
子
師
は
、両
親
で
あ
る
元
神
奈
川
教
会

長
福
田
源
三
郎
師
・
み
ち
師
の
薫
陶
を
受
け
て
育
ち
、
祖
父
で
あ

る
福
田
助
次
郎
師
（
初
代
横
浜
教
会
長
）
の
横
浜
布
教
の
願
い
を

現
代
に
現
わ
す
べ
く
御
用
を
志
し
ま
し
た
。尚
子
師
は
一
九
八
四

年
に
現
在
地
で
新
規
布
教
を
始
め
、
翌
年
に
は
、
閉
鎖
さ
れ
て
い

た
船
越
教
会
の
法
人
格
を
移
転
改
称
す
る
形
で
横
浜
西
教
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
  

  

二
〇
〇
三
年
に
は
、
尚
子
師
の
次
男
信
二
師
が
教
会
長
に
、
そ

の
妻
浩
子
師
が
副
教
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 
当
教
会
で
は
、
尚
子
師
が
願
い
と
し
た
「
神
様
に
喜
ん
で
頂
け

る
私
た
ち
に
」
を
信
心
の
テ
ー
マ

と
し
て
掲
げ
、神
様
の
お
役
に
立

つ
人
が
育
つ
こ
と
を
願
っ
て
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
信
奉
者
会
い

ず
み
は
、
信
奉
者
に
よ
る
交
流
・

親
睦
・
研
修
・
奉
仕
を
目
的
に
、
信
心
の
研
修
会
、
社
会
奉
仕
の

日
の
地
域
清
掃
、
教
祖
様
生
誕
パ
ー
テ
ィ
、
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
青
少
年
育
成
に
も
力
を
入
れ
、教
会
設
立
二
十
五
周
年
の
二
〇

一
〇
年
に
は
、
ウ
イ
ン
ズ
フ
ォ
ー
ゲ
ル
隊
が
誕
生
し
、
現
在
も
活

発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
社
会
奉
仕
の
活
動
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
献
金
、
古
切
手
収
集
、
在
日
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。二
〇
一
六
年
に
は
久
保
山

墓
地
に
信
奉
者
奥
城
を
建
立
し
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
広
く
世
に
お
道
の
信
心
を
伝
え
る
た
め
に
、
Ｅ
メ
ー
ル

と
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
御
教
え
の
配
信
や
、
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
、
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
お
話
の
音
声
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

横
浜
⻄
教
会 教会長 山田信二 
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住
所
 
〒
二
二
一－

〇
〇
〇
二
 
神
奈
川
県
横
浜
市
神
奈
川
区
大
口
通
一
五－

一 

電
話
 
〇
四
五－

四
二
一－

一
九
二
七 

交
通
 
①
子
安
駅 (

京
浜
急
行)

よ
り
徒
歩
八
分  

②
大
口
駅 (

JR)

よ
り
徒
歩
五
分 

   

 

設
立
 
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年 

 

七
月
五
日 

 

 
令
和
五
年
、
布
教
・
開
教
八
十
五
年
を
迎
え
る
子
安
教
会
は
、

昭
和
十
三
年
の
布
教
以
来
、神
奈
川
区
大
口
通
の
現
在
地
に
あ
り

ま
す
。「
子
安
」
の
地
名
は
子
安
観
音
が
そ
の
名
前
の
由
来
と
さ

れ
、
他
に
も
信
仰
に
関
わ
る
伝
承
が
身
近
に
あ
る
街
で
す
。 

 
初
代
教
会
長
村
田
敏
男
師
は
昭
和
四
年
、二
十
一
歳
で
叔
母
の

嫁
ぎ
先
で
あ
る
神
奈
川
教
会
に
入
り
、昭
和
六
年
に
教
師
を
拝
命
、

神
奈
川
教
会
で
修
行
を
積
ま
れ
、
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
一

月
に
新
規
布
教
を
開
始
さ
れ
、同
年
七
月
に
教
会
設
立
の
認
可
を

受
け
ま
し
た
。 

 
戦
災
で
建
物
は
焼
失
し
ま
し
た
が
、
焼
跡
に
復
興
、
布
教
三
十

年
に
は
現
会
堂
が
新
築
さ
れ
ま
し

た
。 

 
そ
の
翌
年
の
昭
和
四
十
四（
一

九
六
九
）
年
に
村
田
喜
実
雄
師

（
旧
姓
藤
井
）家
族
が
後
継
者
と

し
て
教
会
に
迎
え
ら
れ
、
五
十
（
一
九
七
五
）
年
に
は
初
代
の
病

気
療
養
の
た
め
、当
時
と
し
て
は
例
の
少
な
い
生
前
で
の
教
会
長

交
代
が
な
さ
れ
、
二
代
教
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 
そ
の
後
、教
会
組
織
を
改
め
、勉
強
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

教
会
誌
の
創
刊
な
ど
、様
々
な
試
み
を
通
し
て
教
会
活
性
化
に
努

め
ま
し
た
。 

 
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
よ
り
、
初
代
三
十
七
年
、
二
代

四
十
年
の
取
次
の
積
み
重
ね
の
後
を
受
け
て
、現
教
会
長
村
田
光

治
師
が
取
次
を
継
承
し
、「
教
会
日
々
の
願
い
」
に
あ
る
「
何
時

何
所
で
何
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
て
も
 
何
時
何
処
で
ど
ん
な
事
に

出
逢
っ
て
も
 
道
の
教
え
を
つ
か
わ
せ
て
頂
き…

信
心
の
稽
古
を

…

」
が
実
際
の
生
活
の
場
に
現
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
営
み
を
継
続
し
つ
つ
、
よ
り
身
近
に
、
よ
り
親
し
み
易

い
信
心
を
求
め
信
徒
と
共
に
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 
 

⼦
安
教
会 

教会長 村田光治 
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住
所
 
〒
二
一
一－

〇
〇
一
二 

神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
中
丸
子
五
五
二 

電
話
 
〇
四
四－

四
一
一－

五
七
〇
二 

交
通
 
①
武
蔵
小
杉
駅 (

JR)

北
口
バ
ス
４
番 (

川
71
、
74
川
崎
駅
ラ
ゾ
ー
ナ
行) 

「
中
丸
子
商
店
街
」
下
車
徒
歩
一
分 

②
平
間
駅 (

JR)

よ
り
徒
歩
八
分  

 

 

設
立
 
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年 

 

四
月
十
一
日 

 

 
昭
和
二
十
四
年
初
代
教
会
長
横
山
敏
三
師
に
よ
り
中
丸
子
の

地
で
お
道
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 
師
は
幼
い
頃
よ
り
身
体
が
弱
く
、父
と
共
に
金
光
教
鶴
見
教
会

へ
参
拝
し
て
お
り
ま
し
た
。あ
る
日
近
所
に
高
熱
の
病
い
に
悩
ま

さ
れ
て
い
た
お
子
さ
ん
が
お
り
ま
し
た
。師
は
鶴
見
教
会
へ
御
取

次
を
頂
き
、
御
神
酒
を
脳
天
に
吹
い
た
処
、
熱
が
下
が
り
元
気
に

な
っ
て
き
た
事
が
噂
に
な
り
、多
く
の
人
が
師
を
訪
ね
て
く
る
よ

う
に
な
り
、仕
事
を
辞
め
、金
光
教
教
師
に
な
る
こ
と
を
決
意
し
、

生
涯
を
「
人
が
助
か
る
為
に
」
と
の
思
い
で
教
会
布
教
に
取
り
組

み
ま
し
た
。 

 
昭
和
二
十
六
年
県
の
認
可
が

下
り
、親
教
会
を
鶴
見
教
会
と
し

て
布
教
活
動
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 
昭
和
四
十
三
頃
よ
り
、教
会
改

革
に
取
り
組
み「
み
ん
な
の
教
会
」

を
テ
ー
マ
の
下
に
教
会
組
織
作
り
、
教
会
会
議
や
班
別
懇
談
、
各

部
会
の
設
置
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

平
成
五
年
に
は
教
会
造
営
が
行
わ
れ
、『
喜
び
を
共
有
で
き
る

み
ん
な
の
教
会
。
お
か
げ
を
受
け
た
事
を
優
し
く
、
明
る
く
、
心

を
込
め
て
話
し
合
え
る
教
会
。
人
が
育
ち
合
う
教
会
。
厚
く
・
深

く
・
広
い
祈
り
、
実
意
を
込
め
て
相
手
の
助
か
り
を
求
め
て
ゆ
く

教
会
。
人
が
助
か
り
、
道
を
伝
え
て
ゆ
く
教
会
。
天
地
の
恵
み
の

中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
事
へ
の
お
礼
に
、社
会
に
お
役
に
立
つ
教

会
』
と
の
願
い
を
基
本
に
、
平
成
十
二
年
よ
り
現
教
会
長
光
雄
師

の
下
に
信
奉
者
と
共
に
教
会
布
教
を
進
め
て
お
り
ま
す  

丸
⼦
教
会 

教会長 横山光雄 


